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小平市立小平第十小学校 学校経営協議会 令和 5年６月２７日 

 

■コミュニティ・スクール（CS）とは 

 学校と保護者や地域の皆さんがともに知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させるこ

とで、一緒に協働しながら子どもたちの豊かな成長を支え「地域とともにある学校づく

り」を進める法律（地教行法第 47 条の 6）に基づいた仕組みです。 

 
 
十小ＣＳ 
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５月２０日１１:４０より多目的ホールで開催 

 

１）あいさつ 

 今村会長よりあいさつがありました。 

 

２）学校公開日の様子について 

 本会委員より「楽しそうな子どもたちを見ることができた」「窓を開けて換気をしっ

かりしてほしい」など、子どもたちや先生方の様子、校舎・教室など環境の整備、授

業内容などについて多くの感想・質問が出ました。 

 山縣校長先生から、感想や質問への回答と、延べ１０００名以上の来校があったこ

と、開放していた校長室に２０名以上の方が来てくださったこと、受付場所の周知に

ついて、などのお話がありました。「透明性を保ち、発信を続けていきたい。保護者・

地域の皆さんには、ぜひ普段から学校に足を運んでいただき、日ごろの子どもたちの

様子を見てご助言ください。」とのことでした。 

子どもの  
 安心・安全を確保し 
 健やかな成長を支援する 

未来へ 
 夢に向かって学び続け、 
 考える力と強くしなやかな 
  心を育てる 

スクラム 
 学校・保護者・地域が 
 常に連携し、皆で子どもを 
 見守る環境を整える 

組んで 
 子どもがいつでも安心して 
 過ごせる「ふるさと」を 
 協働して創る 



３）今後の学校経営協議会の活動について 

  今回は、第1回での熟議についてまとめた資料も参考にしながら、学校経営協議会

として具体的にどんなことをしたいかを発案・共有し「今すぐに実現に向けて取り掛

かることができる」をポイントに、意見を出し合いました。 

    ①発案にあたり、大切にしたこと 

     ・どんな案も上げてみる（無理かもしれない、とあきらめない） 

     ・出た案を否定しない（いつか何かの足掛かりになる可能性） 

    ②案を大きく分類すると 

     ・企画    ・・・大人が学ぶ・楽しむ・交流する場、 

子ども企画イベント、講演会、漢検、など 

     ・地域との連携・・・地域・保護者・先生の交流、昔遊び大会、 

図書室地域開放、近隣大学とのコラボ、など 

     ・校内利用  ・・・図書室の本を子どもたちが選ぶ、集うスペース創出 

               読み聞かせ、など 

     ・安全・安心・・・SNS・スマホ講座、交通安全、防災、熱中症対策、など 

    ③実現に向けて取り掛かることができる案の候補 

     ・大人向けの講座の企画案 

      「子どもたちが SNS・スマホから身を守りながらうまく付き合う方法」

「十小タブレットルールを詳しく知りたい」 

「大人も学ぶ・考える 交通安全」など 

 

 

 〇上記③の中から、先ずは以前にも 

実施していた『地域学校協働活動』の 

事業として「学校支援ボランティア養   

成講座」などを具体的に企画していき 

ます。 

 

 

 

 

他の案についても、子どもたちの幸せのため、 

学校・保護者・地域が協働し、引き続き熟議・検討を重ねていきたいと思います。 

    

 

■次回の協議会  ６月３０日（金） 18：00～ 多目的ホールにて 

 


